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(57)【要約】
　生分解性ワックス、乳化剤、および水を含むエマルション中に分散され封入された昆虫
毒物および標的昆虫種（例えばミバエ）用の雄特異的誘引物質（例えばフェロモン類似物
質）を含む、空中散布施用または背負式散布施用における使用に適した粘度を持ち、作付
け地または非作付け地使用に適する、雄除去殺虫剤製剤。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生分解性ワックス、乳化剤、および水を含むエマルション中に分散され封入された昆虫
毒物および標的昆虫種用の雄特異的誘引物質を含む、空中散布施用または背負式散布施用
に適した粘度を持ち、作付け地または非作付け地使用に適する、散布可能な耐雨性、徐放
性のＭＡＴ殺虫剤製剤。
【請求項２】
　標的昆虫種がミバエ種であり、雄特異的誘引物質がフェロモン類似物質である、請求項
１に記載の製剤。
【請求項３】
　雄特異的誘引物質がメチルオイゲノール、キュールア、トリメドルア、セラルア、ラチ
ルア、バートルア、およびα－コパエンからなる群より選択される、請求項２に記載の製
剤。
【請求項４】
　昆虫毒物がスピノシンまたはブテニルスピノシンである、請求項１に記載の製剤。
【請求項５】
　昆虫毒物がスピネトラムである、請求項４に記載の製剤。
【請求項６】
　昆虫毒物がスピノサドである、請求項４に記載の製剤。
【請求項７】
　昆虫毒物が有機ホスフェート、カルバメート、ピレスロイド、インドキサカルブ、エマ
メクチン（emamexctin）ベンゾエート、アバメクチン、ピリダリル、フルベンジアミド、
リナキシピル、またはメタフルマジン（metaflumazine）である、請求項１に記載の製剤
。
【請求項８】
　防除が望まれる場に請求項１に記載の製剤を散布することを含む、標的昆虫個体群を防
除するためのＭＡＴ法。
【請求項９】
　標的昆虫種がミバエ種であり、雄特異的誘引物質がフェロモン類似物質である、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　雄特異的誘引物質がメチルオイゲノール、キュールア、トリメドルア、セラルア、ラチ
ルア、バートルア、およびα－コパエンからなる群より選択される、請求項９に記載の方
法。
【請求項１１】
　昆虫毒物がスピノシンまたはブテニルスピノシンである、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　昆虫毒物がスピネトラムである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　昆虫毒物がスピノサドである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　昆虫毒物が有機ホスフェート、カルバメート、ピレスロイド、インドキサカルブ、エマ
メクチン（emamexctin）ベンゾエート、アバメクチン、ピリダリル、フルベンジアミド、
リナキシピル、またはメタフルマジン（metaflumazine）である、請求項８に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雄除去法（male annihilation technique）（ＭＡＴ）を使って昆虫個体群
を防除するための散布可能な製剤およびその製剤を用いる昆虫防除法を提供する。



(3) JP 2010-509330 A 2010.3.25

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　ＭＡＴでは、殺虫剤を、雄昆虫誘引物質、例えばフェロモン類似物質と組み合わせて使
用する。製剤化された殺虫剤が、典型的には、防除または根絶が望まれる区域全体にわた
って分布させた多数のベイトステーションに設置される。ＭＡＴは、雄個体群を、交配が
効果的に排除される程度にまで減少させることによって作用する。ＭＡＴは、例えばミバ
エを排除するための、実証済みの技法である。
【０００３】
　ＭＡＴの最初の施用例の一つはL.F. Steine et al. 「Oriental Fruit Fly Eradicatio
n by Male Annihilation」 J. of Econ. Entomol. 58:96 (1965)に記載されており、その
施用例では、大発生したミカンコミバエをマリアナ諸島ロタ島から根絶することに成功し
た。この例では、ケーン繊維板（cane-fiber square）にメチルオイゲノール－３％ナレ
ドの溶液を十分に染み込ませて、それらが空から投下されるか、木から吊り下げられた。
【０００４】
　ＭＡＴは、雄特異的ミバエ誘引物質が長期間にわたって有効量で絶えず放出されること
を要求する。また、有効量の殺虫剤が誘引された雄昆虫に分配されること、および野外に
配置された後も長期間にわたって活性を保つこと（残効性（residuality））も要求する
。製剤化された材料は風化から保護されなければならず、または耐流出性（耐雨性）でな
ければならない。典型的なＭＡＴミバエ製品は今まではトラップだった。毒物と雄特異的
誘引物質との両方について徐放性と長期残効性を持ち、さらに耐雨性も持つ、長期残効性
の散布可能なＭＡＴ製品があれば有益だろうが、そのような製剤は今まで利用することが
できなかった。
【０００５】
　ＭＡＴ製品では、典型的には、環境問題ゆえにその使用が著しく制限される有機リン系
殺虫剤が用いられてきた。
【０００６】
　スピノサドは、主として約８５％のスピノシンＡと約１５％のスピノシンＤとから構成
される、Ｄｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅｓ（インディアナ州インディアナポリス）が製
造する殺虫剤である。スピノシンＡおよびＤは、米国特許第５，３６２，６３４号に開示
されているように、Ｓａｃｃｈａｒｏｐｏｌｙｓｐｏｒａ　ｓｐｉｎｏｓａの発酵によっ
て製造される天然物である。スピノシン化合物は、１２員大環状ラクトンに縮合した５，
６，５－三環式環系、中性糖（ラムノース）、およびアミノ糖（フォロサミン（forosami
ne）からなる（Kirst et al. (1991)を参照されたい）。天然スピノシン化合物は、米国
農務省農業研究局ミドウエスト・エリア・ノーザン・リジョナル・リサーチ・センター（
Midwest Area Northern Regional Research Center）（イリノイ州６１６０４ペオリア、
ノース・ユニバーシティ・ストリート１８１５）の保存培養コレクションのＮＲＲＬ　１
８７１９、１８５３７、１８５３８、１８５３９、１８７４３、１８３９５、および１８
８２３として寄託された培養物から、発酵によって製造することができる。スピノシン化
合物は、米国特許第５，４９６，９３１号、同第５，６７０，３６４号、同第５，５９１
，６０６号、同第５，５７１，９０１号、同第５，２０２，２４２号、同第５，７６７，
２５３号、同第５，８４０，８６１号、同第５，６７０，４８６号および同第５，６３１
，１５５号にも開示されている。本明細書で使用する用語「スピノシン」は、天然因子お
よび天然産生因子の半合成誘導体を包含するものとする。参照により本明細書に組み入れ
られる米国特許第６，００１，９８１号に開示されているように、これらのスピノシン化
合物には数多くの化学修飾が施されている。
【０００７】
　スピネトラムはＤｏｗ　ＡｇｒｏＳｃｉｅｎｃｅｓ　ＬＬＣが開発中の半合成スピノシ
ン殺虫剤である。スピネトラム（ＤＥ－１７５としても公知である）は、５０～９０％（
２Ｒ，３ａＲ，５ａＲ，５ｂＳ，９Ｓ，１３Ｓ，１４Ｒ，１６ａＳ，１６ｂＲ）－２－（
６－デオキシ－３－Ｏ－エチル－２，４－ジ－Ｏ－メチル－α－Ｌ－マンノピラノシルオ
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キシ）－１３－［（２Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－５－（ジメチルアミノ）テトラヒドロ－６－メ
チルピラン－２－イルオキシ］－９－エチル－２，３，３ａ，４，５，５ａ，５ｂ，６，
９，１０，１１，１２，１３，１４，１６ａ，１６ｂ－ヘキサデカヒドロ－１４－メチル
－１Ｈ－ａｓ－インダセノ［３，２－ｄ］オキサシクロドデシン－７，１５－ジオンと、
５０～１０％（２Ｒ，３ａＲ，５ａＳ，５ｂＳ，９Ｓ，１３Ｓ，１４Ｒ，１６ａＳ，１６
ｂＳ）－２－（６－デオキシ－３－Ｏ－エチル－２，４－ジ－Ｏ－メチル－α－Ｌ－マン
ノピラノシルオキシ）－１３－［（２Ｒ，５Ｓ，６Ｒ）－５－（ジメチルアミノ）テトラ
ヒドロ－６－メチルピラン－２－イルオキシ］－９－エチル－２，３，３ａ，５ａ，５ｂ
，６，９，１０，１１，１２，１３，１４，１６ａ，１６ｂ－テトラデカヒドロ－４，１
４－ジメチル－１Ｈ－ａｓ－インダセノ［３，２－ｄ］オキサシクロドデシン－７，１５
－ジオンとの混合物の一般名である。スピネトラムの成分の合成は米国特許第６，００１
，９８１号に記載されている。
【０００８】
　スピノシンに関連するマクロライド系殺虫剤が、Ｓａｃｃｈａｒｏｐｏｌｙｓｐｏｒａ
　ｓｐ．ＬＷ１０７１２９（ＮＲＲＬ　３０１４１およびその突然変異体）から単離され
ている。これらの化合物は、参照により本明細書に組み入れられる米国特許第６，８００
，６１４号に開示されている。これらの化合物は、さらなる修飾を、先に開示されたスピ
ノシンではそのような修飾が実現可能でなかった位置で可能にする、反応性官能基の存在
を特徴とする。ブテニルスピノシン類の天然および半合成誘導体は、参照により本明細書
に組み入れられる米国特許第６，９１９，４６４号に開示されている。本明細書で使用す
る用語「ブテニル－スピノシン」は、天然因子および天然産生因子の半合成誘導体を包含
するものとする。
【０００９】
　スピノシンおよびブテニルスピノシン化合物は、クモ類、線虫、および昆虫、特に鱗翅
目の種および双翅目の種の防除に関して、確立された有用性を持っている。スピノシン類
およびブテニルスピノシン類は、商業上問題になる全てのミバエ種に対して活性である。
スピノサドは、１５０を超える作物への使用が承認されている。スピノサドは環境に優し
い殺虫剤と認識されており、ＥＰＡのＰｒｅｓｉｄｅｎｔｉａｌ　Ｇｒｅｅｎ　Ｃｈｅｍ
ｉｓｔｒｙ　Ｃｈａｌｌｅｎｇｅにおいて、１９９９年に受賞している。
【００１０】
　市販のタンパク質ベイトＧＦ－１２０　ＦＲＵＩＴ　ＦＬＹ　ＢＡＩＴはスピノサドを
活性成分として使用している。この製剤は、散布可能ではあるものの、ＭＡＴ施用には適
さない。というのも、これは、雄特異的誘引物質を含有せず、雄昆虫個体群の長期防除に
要求される望ましい残効性または耐雨性を持たないからである。これは、食品に基づく誘
引物質を使用する雄／雌ミバエベイト散布剤として設計されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】米国特許第５，３６２，６３４号明細書
【特許文献２】米国特許第５，４９６，９３１号明細書
【特許文献３】米国特許第５，６７０，３６４号明細書
【特許文献４】米国特許第５，５９１，６０６号明細書
【特許文献５】米国特許第５，５７１，９０１号明細書
【特許文献６】米国特許第５，２０２，２４２号明細書
【特許文献７】米国特許第５，７６７，２５３号明細書
【特許文献８】米国特許第５，８４０，８６１号明細書
【特許文献９】米国特許第５，６７０，４８６号明細書
【特許文献１０】米国特許第５，６３１，１５５号明細書
【特許文献１１】米国特許第６，００１，９８１号明細書
【特許文献１２】米国特許第６，８００，６１４号明細書
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【特許文献１３】米国特許第６，９１９，４６４号明細書
【非特許文献】
【００１２】
【非特許文献１】L.F. Steine et al. 「Oriental Fruit Fly Eradication by Male Anni
hilation」 J. of Econ. Entomol. 58:96 (1965)
【非特許文献２】Kirst et al. (1991)
【発明の概要】
【００１３】
　本発明は、昆虫毒物（スピノシン天然因子もしくは半合成誘導体またはブテニル－スピ
ノシン天然因子もしくは半合成誘導体に代表されるもの）および雄特異的誘引物質（雄特
異的ミバエフェロモン類似物質に代表されるもの）を含み、場合によっては摂食刺激物質
（基質の経口摂取を促進する化合物）が追加されている、雄除去法（ＭＡＴ）を使った標
的昆虫個体群の防除に使用するための、空中散布施用または背負式散布施用における使用
に適した粘度を持ち、作付け地（on-crop）使用または非作付け地（off-crop）使用に適
する、散布可能なワックスエマルション製剤を提供する。昆虫毒物および雄特異的誘引物
質ならびに他の製剤成分は、生分解性ワックス、乳化剤および水のエマルション中に分散
され、封入される。本発明は、防除が望まれる場に上述の製剤を散布することを含む、標
的昆虫個体群を防除するためのＭＡＴ法も提供する。一実施形態では、標的とする昆虫種
がミバエであり、雄特異的誘引物質が雄ミバエを誘引するフェロモン類似物質であり、昆
虫毒物がスピノシンまたはブテニルスピノシン殺虫剤である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本製剤は雄特異的誘引物質を約０．０１重量％～７５重量％の量で含有する。いくつか
の標的種候補については、適切な雄特異的誘引物質を入手することができる。その例には
以下に挙げるものがあるが、これらに限るわけではない。ミカンコミバエ（Ｂａｃｔｒｏ
ｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓおよび類縁種）には、メチルオイゲノールが適当である；ウ
リミバエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｒｃｕｂｉｔａｅ）およびクインスランドミバエ
（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｔｒｙｏｎｉ）ならびに類縁種には、キュールア（cue-lure）
；マレーシアミバエ（Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｌａｔｉｆｒｏｎｓには－ラチルア（lati
lure）；ジョインテッド・パンプキン・フライ（jointed pumpkin fly）（Ｄａｃｕｓ　
ｖｅｒｔｅｂｒａｔｅｓ）には－バートルア（Vert-lure）；チチュウカイミバエ（Ｃｅ
ｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ）には－トリメドルア（trimedlure）またはセラルア
（ceralure）；クルミミバエ（Ｒｈａｇｏｌｅｔｉｓ　ｃｏｍｐｌｅｔａ）には－α－コ
パエン；オリーブミバエ（Ｂａｃｔｏｃｅｒａ　ｏｌｅａｅ）には、スピロケタール。こ
れらのまたは他の雄特異的誘引物質は標的害虫に向けられるべきであり、当分野において
周知である多くの製品、例えば、限定するわけではないが、メチルオイゲノール、キュー
ルア、トリメドルア、セラルア、ラチルア、バートルア、α－コパエンなどから選択する
ことができる。
【００１５】
　本製剤は１つまたはそれ以上の昆虫毒物（殺虫剤）を約０．００２％～約２５．００％
の量で含有する。スピノシン天然因子もしくは半合成誘導体またはブテニル－スピノシン
天然因子もしくは半合成誘導体は適切である。スピノサドおよびスピネトラムは、使用す
ることができる具体的スピノシン類である。使用することができる他の昆虫毒物には、有
機ホスフェート類、例えばナレド、カルバメート類、ピレスロイド類、ニコチン様物質、
例えばイミダクロプリドまたはチアクロプリド、ベンゾイルフェニルウレア類、例えばジ
ミリンまたはノバルロン、ジアシルヒドラジン類、例えばメトキシフェノジド、フェニル
ピラゾール類、例えばフィプロニルまたはエチプロール、クロルフェナピル、ジアフェン
チウロン、インドキサカルブ、メタフルマゾン（metaflumazone）、エマメクチンベンゾ
エート、アバメクチン、ピリダリル、フルベンジアミド、リナキシピルなどがあるが、こ
れらに限るわけではない。
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【００１６】
　本製剤で使用される水性ワックスエマルションは、本発明で使用される材料は空中散布
施用または背負式散布施用で使用するのに適した粘度を持つようにしなければならないと
いう条件付で、参照により本明細書に組み入れられる米国特許第６，００１，３４６号に
広く記述されている。ＳＰＬＡＴ（商標）（Ｓｐｅｃｉａｌｉｚｅｄ　Ｐｈｅｒｏｍｏｎ
ｅ　ａｎｄ　Ｌｕｒｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）水性ワックス
エマルションは、情報化学物質（フェロモンおよびフェロモン類似物質を含む）の保護お
よび分配用に、米国特許第６，００１，３４６号に従って開発された。ＳＰＬＡＴエマル
ションは草木に直接施用することができ、広範囲にわたる粘度で製剤化することができ、
本発明の組成物に有利に使用される。
【００１７】
　生分解性ワックス担体は製剤の少なくとも約１０重量％を構成する。生分解性ワックス
担体は、パラフィン、ミツロウ、植物系ワックス、例えばソイワックス（大豆系）、およ
び炭化水素系ワックス、例えばＧｕｌｆ　Ｗａｘ　Ｈｏｕｓｅｈｏｌｄ　Ｐａｒｒａｆｉ
ｎ　Ｗａｘ；パラフィンワックス、平均融点５３Ｃ（ヘキサコサン）、高分子量炭化水素
）．カルナウバワックス、ラノリン、シェラックワックス、ベーベリワックス、サトウキ
ビワックス、マイクロクリスタリンワックス、オゾセライト、セレシン、モンタンワック
ス、カンデリラワックス、ならびにそれらの組合せからなる群より選択される。
【００１８】
　本製剤は乳化剤を約１重量％～約１０重量％の量で含有する。適切な乳化剤には、レシ
チンおよび修飾レシチン、モノおよびジグリセリド、ソルビタンモノパルミテート、ソル
ビタンモノオレート、ソルビタンモノラウレート、ポリオキシエチレン－ソルビタンモノ
オレート、脂肪酸、脂質などがある。乳化剤は組成物の乳化性を提供または改善する。乳
化剤は、当分野において周知である多くの製品、例えば、限定するわけではないが、ソル
ビタンモノラウレート（アンヒドロソルビトールステアレート、分子式Ｃ２４Ｈ４６Ｏ６

）、ＡＲＬＡＣＥＬ　６０、ＡＲＭＯＴＡＮ　ＭＳ、ＣＲＩＬＬ　３、ＣＲＩＬＬ　Ｋ３
、ＤＲＥＷＳＯＲＢ　６０、ＤＵＲＴＡＮ　６０、ＥＭＳＯＲＢ　２５０５、ＧＬＹＣＯ
ＭＵＬ　Ｓ、ＨＯＤＡＧ　ＳＭＳ、ＩＯＮＥＴ　Ｓ　６０、ＬＩＰＯＳＯＲＢ　Ｓ、ＬＩ
ＰＯＳＯＲＢ　Ｓ－２０、ＭＯＮＴＡＮＥ　６０、ＭＳ　３３、ＭＳ３３Ｆ、ＮＥＷＣＯ
Ｌ　６０、ＮＩＫＫＯＬ　ＳＳ　３０、ＮＩＳＳＡＮ　ＮＯＮＩＯＮ　ＳＰ　６０、ＮＯ
ＮＩＯＮ　ＳＰ　６０、ＮＯＮＩＯＮ　ＳＰ　６０Ｒ、ＲＩＫＥＭＡＬ　Ｓ　２５０、ソ
ルビタンｃ、ソルビタンステアレート、ＳＯＲＢＯＮ　６０、ＳＯＲＧＥＮ　５０、ＳＰ
ＡＮ　５５、およびＳＰＡＮ　６０から選択することができる；使用し得る他のソルビタ
ン脂肪酸エステルとして、ソルビタンモノパルミテート、ソルビタンモノステアレート、
ソルビタントリステアレート、ソルビタンモノオレート、ソルビタンセスキオレート、ソ
ルビタントリオレート、ソルビタンモノオレート、ソルビタントリオレートが挙げられる
。ＳＰＡＮ　６０は好ましい。
【００１９】
　一定の実施形態において、本製剤は、摂食刺激物質、例えばトウモロコシ油、糖みつ、
グリセロール、またはコーンシロップ、タンパク質材料（タンパク質または加水分解タン
パク質）、ショ糖のような糖類、または食品に基づく情報化学物質、例えばトリメチルア
ミン、プトレシン、細菌性または酵母性の揮発物または代謝産物、アンモニウムアセテー
ト、アンモニウムカーボネートまたは他のアンモニア放出化合物を含む。酢酸蒸気は揮発
酢酸を生成する化合物、例えば酢酸水溶液、氷酢酸、氷（濃）酢酸、またはアンモニウム
生成化合物、例えば、限定するわけではないが、水酸化アンモニウム、炭酸アンモニウム
、重炭酸アンモニウム、アンモニウムアセテートなどによって供給することができる。酢
酸蒸気およびアンモニア蒸気を供給するには、アンモニウムアセテートが最も好ましい。
【００２０】
　本製剤は、視覚的誘引物質、例えば食品着色料を含有してもよい。
【００２１】
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　様々な添加剤を本製剤に組み入れることができる。これらの添加剤は、典型的には、担
体材料の物理的特徴を変化させかつ／または強化するので、放出される情報化学物質／誘
引物質および／または忌避剤の放出速度および放出量、気象条件からのワックス組成物の
保護などに関して、具体的な要件を持つ組成物を設計するのに適している。これらの添加
剤は、中でも、典型的には約０．００１重量％～約１０重量％、より典型的には１～６重
量％の量で加えられる、可塑剤、揮発抑制剤、酸化防止剤、脂質、様々な紫外線遮断剤も
しくは紫外線吸収剤、または抗微生物剤である。
【００２２】
　可塑剤、例えばグリセリンまたは大豆油は、組成物の物理的性質に影響を及ぼし、その
耐環境破壊性を拡大し得る。
【００２３】
　酸化防止剤、例えばビタミンＥ、ＢＨＡ（ブチル化ヒドロキシアニソール）、ＢＨＴ（
ブチル化ヒドロキシトルエン）、および生物活性剤を分解から保護する他の酸化防止剤は
、約０．１重量％～約３重量％の量で加えることができる。
【００２４】
　紫外線遮断剤、例えばβ－カロテンまたはｐ－アミノ安息香酸は、生物活性剤を光分解
から保護し、約１重量％～約３重量％の量で加えることができる。
【００２５】
　抗微生物剤、例えばカリウムソルベート、硝酸カリウム、亜硝酸カリウム、およびプロ
ピレンオキシドは、生物活性剤を微生物破壊から保護し、０．１重量％～約２重量％の量
で加えることができる。
【００２６】
　他の化合物および材料も、それらが本発明組成物の誘引物質活性を実質的に妨げない限
り、加えることができる。添加剤が誘引物質活性を実質的に妨げるかどうかは、化合物が
添加されていない本発明組成物と化合物が添加されている本発明組成物との効力の直接比
較を伴う標準的試験フォーマットで決定することができる。
【００２７】
　以下の実施例ではＢａｃｔｒｏｃｅｒａ属およびＣｅｒａｔｉｔｉｓ属のミバエ種をモ
デル系として使用する。しかし、この系は、対応する雄誘引物質が公知であるか、対応す
る雄誘引物質が公知かつ利用可能になる他のミバエまたは他の昆虫もしくは節足動物の防
除にも、応用可能である。当業者は、具体的な昆虫個体群を誘引するための適当な昆虫誘
引物質を、容易に決定することができる。
【実施例１】
【００２８】
ミカンコミバエに代表されるＢａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．用の散布可能なＭＡＴ製剤
５３％メチルオイゲノールａ．ｉ．（５００ｇ／Ｋｇ）
２．２％工業用スピノサドａ．ｉ．（２０ｇ／Ｋｇ）
１５％マイクロクリスタリンワックス
１０％大豆油
１６．８％水
３％ＳＰＡＮ　６０
【００２９】
　実施例１と類似する適切な散布可能ＭＡＴ製剤を、３０～７０％メチルオイゲノールお
よび５～２０％スピノシンまたはブテニルスピノシンを使って製造することができる。
【実施例２】
【００３０】
ウリミバエに代表されるＢａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｓｐｐ．用の散布可能なＭＡＴ製剤
３０％キュールアａ．ｉ．（２００ｇ／ｋｇ）
２．０％工業用スピノサドａ．ｉ．（２２ｇ／ｋｇ）
２５．０％マイクロクリスタリンワックス
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５％大豆油
３３．０％水
５．０％ＳＰＡＮ　６０
【実施例３】
【００３１】
チチュウカイミバエに代表されるＣｅｒａｔｉｔｉｓ　ｓｐｐ．用の散布可能なＭＡＴ製
剤
３０％トリメドルアａ．ｉ．（３００ｇ／ｋｇ）
２．２％工業用スピノサドａ．ｉ．（２２ｇ／ｋｇ）
２５％マイクロクリスタリンワックス
１０％大豆油
２９．７％水
３％ＳＰＡＮ　６０
【実施例４】
【００３２】
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｄｏｒｓａｌｉｓ（ミカンコミバエ）用の散布可能なＭＡＴ製剤
５０％メチルオイゲノールａ．ｉ．（５００ｇ／ｋｇ）
２％工業用スピノサドａ．ｉ．（２０ｇ／ｋｇ）
１６％マイクロクリスタリンワックス
１２％大豆油
１７％水
３％ＳＰＡＮ　６０
【００３３】
　実施例４の製剤の残存効力を、ハワイ周囲気象条件下、屋外環境にある複数箇所で試験
した。製剤の成績は、１２週間までのばく露期間中、比較用のＭＡＴ標準（ミバエ根絶計
画でカリフォルニアが使用した製剤であるＭｉｎｕｇｅｌ－ナレド－メチルオイゲノール
）と等しいか、それより優れていた。実施例４の製剤は、４～５週間まで、ミカンコミバ
エ防除に実用的有用性を示した。
【実施例５】
【００３４】
Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅ．（ウリミバエ）用の散布可能なＭＡＴ製
剤
２０％キュールア（２００ｇ／ｋｇ）
２％工業用スピノサド（２０ｇ／ｋｇ）
１５％フルクトース
２１％マイクロクリスタリンワックス
１５．７５％大豆油
２２．３１．％水
３．９４％ＳＰＡＮ　６０
【００３５】
　Ｂａｃｔｒｏｃｅｒａ　ｃｕｃｕｒｂｉｔａｅの防除における実施例５の製剤の残存抗
力をハワイにおける野外試験で評価した。処置剤を周囲温度および周囲降雨に曝露したと
ころ、有効であることが分かった。スピノサドの代わりにナレド（１，２－ジブロモ－２
，２－ジクロロエチルジメチルホスフェート）を含有する類似の製剤を、スピノサド（sp
insoad）製剤と一所に試験したところ、そのナレド／キュールア／ＳＰＬＡＴ製剤も有効
だった。どちらの製剤でも、風雨にさらした処置剤は、１４～２１日間（場所に依存）に
わたって、新鮮な処置剤と等価だった。
【実施例６】
【００３６】
Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａ（チチュウカイミバエ）用の散布可能なＭＡＴ製
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剤
５０％トリメドルア（５００ｇ／ｋｇ）
２％工業用スピノサド（２０ｇ／ｋｇ）
１５％フルクトース（１５０ｇ／ｋｇ）
１１％マイクロクリスタリンワックス
８．２５％大豆油
１１．６９％水
２．０６％ＳＰＡＮ　６０
【００３７】
　Ｃｅｒａｔｉｔｉｓ　ｃａｐｉｔａｔａの防除における実施例６の製剤の残存効力を、
スペインの周囲条件下、屋外で処置剤を風雨にさらす野外試験において評価した。製剤は
、０、１、２、３、および４週間の風化時点において、それぞれ８９％、９５％、５０％
、５７％、および２０％の雄チチュウカイミバエ死亡率を示した。
【００３８】
　本発明の製剤中の不活性成分は、典型的には、生分解性パラフィンまたはマイクロクリ
スタリンワックスを、ワックスのタイプおよび所望するコーティングの性質に応じて、約
１０％～約９０％、好ましくは約３０～４０％の量で、約５％～約９０％の水、好ましく
は約５０％の水と混合することによって製剤化される。このＳＰＬＡＴ組成物に、雄特異
的誘引物質および／または摂食刺激物質を、それぞれ約０．０１％～約７０％、好ましく
は約５％～約２０％の量で加える。添加剤または他の生物活性剤を、場合によっては、そ
の添加剤または生物活性剤に応じて約０．００１％～約２０％の量、好ましくは約０．１
％～約１０％の量で加えてもよい。担体ワックス／水／誘引物質および殺虫剤の比は、通
常の散布装置に適した粘度が得られるように調節される。
【００３９】
　組成物を製剤化するために、基本成分、すなわちパラフィンまたはマイクロクリスタリ
ンワックス、乳化剤（例えばソルビタンモノステアレート）および水を液体状態になるま
で加熱し、内容物をよく混合してエマルションを生成させる。そのエマルションに、摂食
刺激物質、例えば油または糖（例えばグリセロール、コーンシロップまたはグラニュー糖
）、場合によっては有効量の昆虫視覚誘引物質（例えば緑色食品着色料（ＭｃＣｏｒｍｉ
ｃｋ　＆　Ｃｏ．、メリーランド州ハントバレー））、場合によっては有効量の保存剤、
酸化防止剤、ＵＶ安定剤、および昆虫化学誘引物質（例えばメチルオイゲノール）、なら
びに殺虫剤（例えばスピノサドまたはスピネトラム）を加える。その混合物を冷ます。製
剤が室温に達したら、それを最終パッケージに移すことができる。
【００４０】
　本発明のもう一つの重要な態様は、それが、ＭＡＴミバエ製品の散布可能な使用パター
ンを構成することであり、これはユニークであると共に、設置または補給サービスを必要
とするトラップである現行のＭＡＴ製品よりも潜在的にはるかに有効でもある。広範囲に
わたる粘度および施用方法（例えば散布機散布、空中散布機散布、コーキングガン型チュ
ーブなど）があるため、ＳＰＬＡＴは、フェロモン分配ポイントの施用を機械化すること
によって、生産性を増加させる。さらにまた、ＳＰＬＡＴマトリックスは、単位面積あた
りに活性成分を施用する際の柔軟性をもたらす。すなわち、使用する濃度に依存して、固
定した量のこの材料を、害虫個体群圧に応じて異なるように施用することができる。この
マトリックスの施用を、使用者は、野外における害虫の分布および密度に最も良く適合す
るように調整することができる。面積あたりのＳＰＬＡＴ量を固定して使用することによ
り、高密度の小さな点供給源を選択して、交配混乱効果を最大限にするか（害虫圧が高い
場合に推奨される）、低密度のより大きな点供給源を選択して、施用の寿命を増加させる
（害虫個体群圧がより低い場合に推奨される）ことができる。本発明が提供する散布可能
なＭＡＴ製品は、ＭＡＴ製品の点供給源を、必ずしも単位面積あたりに施用される材料の
量を増加させずに、はるかに多く、便利にかつ高い費用効果で送達することができ、した
がって処置区域の保護および防除される雄の数を著しく増加させることができる。本発明
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。
【００４１】
　本発明のユニークであり便利である散布可能な使用パターンは、それが含有する殺虫剤
と雄特異的誘引物質との両方に関するその徐放性、および本製剤の耐雨性と相まって、本
発明を、あらゆる先行および現行ＭＡＴ製品と区別する特徴になっている。簡単に述べる
と、本発明の組成物は、従来の散布装置、例えばトラクター散布機、背負式散布機、また
は芝生散布機装置を使って散布される。ある特定の実施形態では、本製剤を空中から従来
の空中散布用航空機を使って散布することにより、区域全体におよぶ防除をもたらす。一
般的には、それにより、本製剤が、処置区域または処置表層、例えば果樹園、庭園、植物
、樹木または土壌に、またはその上に、直接散布される。施用率は１ヘクタールあたり１
～４０リットルである。典型的な施用率は１ヘクタールあたり１～５リットルである。
【００４２】
　本明細書に記載する散布可能なＭＡＴ昆虫食餌誘引系は、施用すれば、空間的に離散し
た長期間持続する点供給源を生じ、標的とする害虫を誘引し、非標的生物を害することな
く効果的な防除をもたらす。本発明の重要な利点の一つは、この昆虫食餌誘引系が、周囲
環境条件に曝露されたときに、はるかに長く持続することである。例えば、これは、かな
り雨が多い時期には約３週間にわたって（特許請求の範囲における用語「耐雨性」はこの
性質を指す）、また乾燥条件下では少なくとも２ヶ月にわたって（特許請求の範囲におけ
る用語「徐放性」はこの性質を指す）、誘引された昆虫を殺す。これは今までの製剤では
可能でなかった。
【００４３】
　要約すると、本発明は、生分解性ワックス、乳化剤、および水を含むエマルション中に
分散され封入された昆虫毒物および標的昆虫種用の雄特異的誘引物質を含む、空中散布施
用または背負式散布施用に適した粘度を持ち、作付け地または非作付け地使用に適する、
散布可能な耐雨性、徐放性の雄除去法（ＭＡＴ）殺虫剤製剤を提供する。
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